
㈱
ソ
ニ
ア
だ
が
、
こ
れ
以

上
赤
字
が
出
れ
ば
将
来
、
町

の
財
政
に
も
影
響
す
る
と
、

昨
年
質
問
し
た
が
、
町
長
は

職
員
の
経
験
不
足
で
加
工
技

術
が
伴
わ
な
か
っ
た
。
製
品

コ
ス
ト
の
問
題
、
巨
額
な
減

価
償
却
も
あ
り
、
次
期
に
は

鋭
意
努
力
す
る
と
答
え
た
。

今
回
の
決
算
書
で
は
、
売

上
高
三
億
六
三
〇
〇
万
円
。

昨
年
よ
り
一
億
四
〇
〇
〇
万

円
程
伸
び
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
赤
字
は
一
億
一
五
〇

〇
万
円
。
な
ぜ
巨
額
な
赤
字

が
毎
年
続
く
の
か
。

ソ
ニ
ア
の
運
営
等
は
、
高

知
工
科
大
の
指
導
を
受
け
て

現
在
行
っ
て
お
り
、
大
き
な

原
因
と
し
て
は
二
直
に
あ

る
。
新
し
い
従
業
員
の
養
成

期
間
は
六
カ
月
ほ
ど
か
か

る
。
施
設
整
備
に
五
〇
〇
〇

万
円
程
償
却
費
が
含
ま
れ
て

お
り
、
生
産
性
の
低
さ
と
、

技
術
の
習
得
に
時
間
が
か
か

り
、
大
き
な
損
失
計
上
を
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

製
品
単
価
の
低
さ
と
原
木

の
単
価
と
差
し
引
い
て
計
算

を
し
て
も
、
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
な
か
っ
た
。
林
業

界
全
体
が
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
る
が
、
正
常
な
運
営

が
で
き
る
よ
う
努
力
し
、
今

後
は
良
い
結
果
が
報
告
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
。

利
益
を
追
求
す
る
会
社
が

利
益
が
上
が
ら
な
い
。
昨
年

よ
り
も
二
〇
〇
万
円
の
赤
字

が
増
え
て
お
り
、
経
営
状
況

に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。木

材
業
界
に
精
通
し
た
者

を
投
入
し
根
本
的
な
対
策
を

考
え
な
け
れ
ば
、
同
じ
よ
う

な
結
果
が
で
る
の
で
は
な
い

か
。
今
回
、
長
期
借
り
入
れ

五
八
〇
〇
万
円
、
現
金
預
金

高
、
一
億
一
〇
〇
〇
万
円
。

来
年
も
赤
字
決
算
の
場
合
は

当
然
、
来
年
以
降
は
運
営
で

き
な
い
。

原
因
を
追
及
し
、
木
材
産

業
に
精
通
し
た
会
社
と
合
併

す
る
な
り
、
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
、
町
長
が
昨
年
答
弁

し
た
よ
う
に
、
取
締
役
が
責

任
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
時
期
が
く
る
の
で
は
な
い

か
。
議
会
に
も
責
任
が
あ
る

の
で
、
前
向
き
な
答
弁
を
。

答

町
　
長

問

岡
　
田

ソ
ニ
ア
は
大
丈
夫
か
？

平成１９年９月定例会は、１１日に招集され、会期を１３日までの３日間

とし、１１日、諸般の報告（議長、町長、教育長）、議案の上程、提案理由

の説明。１２日、一般質問。１３日、議案の審議、討論・採決を行い報告２

件、議案２５件を原案どおり可決。意見書２件、決議１件を可決、閉会した。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成19年11月10日発行 第9号　（8）

問

岡
田
良
成

一 般 質 問

答 頑張っている

㈱ソニアの赤字は
いつまで続く

ソニアの
赤字問題

①



仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成19年11月10日発行（9） 第9号

経
営
の
内
容
は
、
売
上
を

伸
ば
し
経
費
を
節
減
し
、
利

益
を
生
み
出
す
。
こ
れ
が
企

業
の
あ
り
方
だ
と
思
う
。
常

に
取
締
役
会
の
中
で
も
検
討

し
、
工
科
大
、
県
の
指
導
も

受
け
経
営
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

十
四
期
施
設
整
備
は
、
乾

燥
機
の
増
設
と
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
重
油
代
は
約

十
分
の
一
に
減
少
し
た
。

組
織
の
面
で
批
判
が
あ
る

こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い

る
。
技
術
的
に
未
熟
な
面
も

あ
り
、
加
工
、
販
売
者
を
ど

う
育
て
て
い
く
か
が
、
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
と
思
う
。

監
査
は
、
出
納
、
決
算
書

だ
け
で
な
く
、
指
摘
を
す
る

所
は
指
摘
を
し
な
い
と
監
査

委
員
に
も
責
任
が
あ
る
と
思

う
が
。

林
産
部
門
は
効
率
的
な
生

産
体
制
の
構
築
と
、
原
木
の

安
定
供
給
に
向
け
て
適
正
な

事
業
地
を
確
保
し
、
製
材
部

門
は
歩
止
ま
り
の
改
善
、
生

産
コ
ス
ト
の
縮
減
や
品
質
の

確
保
、
販
売
力
の
強
化
を
し

健
全
な
事
業
確
保
に
努
め
る

よ
う
、
監
査
報
告
し
た
。

木
材
産
業
に
精
通
し
た
大

き
な
会
社
と
合
併
す
る
考
え

は
な
い
か
。

佐
川
、
越
知
町
の
首
長
と

協
議
し
、
あ
る
べ
き
姿
を
模

索
し
て
い
き
た
い
。
今
年
が

正
念
場
と
思
っ
て
い
る
。

答

副
町
長

答

町
　
長

問

岡
　
田

平成5年12月、資本金15億6,750万円（内、仁淀川町10億3,500万円出資）で創業開始した。第3セクター㈱ソニア（佐川町）

問

岡
　
田

答

町
　
長



創
業
以
来
十
四
年
、
㈱
ソ

ニ
ア
の
経
営
陣
は
、
通
年
の

赤
字
体
質
で
、
危
機
的
状
況

か
ら
脱
却
す
る
気
構
え
も
見

せ
ず
、
経
営
改
善
に
取
り
組

む
こ
と
も
な
く
問
題
を
先
送

り
し
た
、
昨
期
、
今
期
と
一

億
円
を
超
す
莫
大
な
赤
字
を

出
し
た
。

計
画
の
設
備
投
資
が
完
了

し
た
現
在
、
ソ
ニ
ア
経
営
陣

は
最
新
の
高
性
能
機
械
を
充

分
に
活
用
し
、
起
死
回
生
の

精
神
で
経
営
改
善
に
取
り
組

む
べ
き
だ
。

出
資
比
率
65
・
59
％
を
持

つ
仁
淀
川
町
の
議
員
と
し

て
、
経
営
改
善
計
画
書
の
策

定
を
要
求
す
る
。

取
締
役
が
た
だ
漫
然
と
し

て
い
た
訳
で
は
な
い
。
現
在

林
業
界
は
危
機
的
状
況
に
あ

り
流
動
的
だ
。
指
摘
事
項
に

対
し
真し

ん
摯し

に
受
け
止
め
対
策

を
考
え
る
。

現
状
を
脱
却
す
る
た
め
、

早
期
に
経
営
改
善
計
画
書
を

策
定
し
、
次
の
議
会
に
は
提

出
す
る
。

夕
張
市
を
は
じ
め
財
政
難

に
陥
る
多
く
の
自
治
体
は
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
破
綻
が
要

因
と
な
っ
て
い
る
。
町
が
負

う
責
任
は
出
資
の
範
囲
内
で

あ
る
こ
と
を
対
外
的
に
公
表

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

十
四
期
決
算
は
、
貸
借
対

照
表
の
流
動
資
産
の
中
の
短

期
貸
付
金
七
八
〇
万
円
、
昨

期
と
同
額
だ
が
不
良
債
権
で

は
な
い
か
。
徴
収
が
で
き
な

い
理
由
と
貸
付
先
、
貸
付
理

由
、
貸
付
期
間
を
問
う
。

損
益
計
算
書
の
売
上
高
三

億
六
三
四
〇
万
円
だ
が
、
林

産
事
業
と
加
工
事
業
の
仕
分

け
が
で
き
て
い
な
い
の
は
な

ぜ
か
。

長
期
借
入
金
五
八
一
〇
万

円
の
保
証
人
は
。

経
費
削
減
が
叫
ば
れ
る
現

在
、
職
員
給
料
と
関
係
の
な

い
一
般
管
理
費
が
九
三
〇
万

円
増
額
の
理
由
と
、
前
期
よ

り
取
締
役
が
二
人
増
え
、
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
人

材
の
登
用
で
赤
字
か
ら
の
脱

却
と
考
え
る
が
、
指
導
を
得

た
効
果
を
問
う
。

短
期
貸
付
金
の
期
間
は
一

年
、
貸
付
先
や
貸
付
理
由
は

秘
密
保
持
上
言
え
な
い
が
、

決
し
て
不
良
貸
付
で
は
な

い
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成19年11月10日発行 第9号　（10）

問

若
藤
敏
久

問

若
　
藤

答

町
　
長

答

町
　
長

法
的
に
答
え
る
義
務
は
な
い

企
業
秘
密
で

答
え
ら
れ
な
い
と
は
？

答

ソニアの
赤字問題

②

経
営
内
容
は
取
締
役
会
の

了
解
が
必
要
で
、
私
の
一
存

で
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

取
締
役
は
無
報
酬
で
、
工

ソ
ニ
ア
は
第
三
セ
ク
タ
ー

で
は
あ
る
が
法
人
で
あ
り
、

企
業
の
秘
密
事
項
が
あ
る
。

科
大
に
経
営
委
託
を
し
て
い

る
た
め
増
員
と
な
っ
て
い

る
。
長
期
借
入
金
の
保
証
人

は
い
な
い
。

選別機



仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成19年11月10日発行（11） 第9号

「
企
業
秘
密
で
答
え
ら
れ

な
い
」
と
の
こ
と
だ
が
適
切

な
答
弁
か
疑
わ
し
い
。

平
成
十
一
年
以
降
数
回
大

臣
よ
り
「
第
三
セ
ク
タ
ー
に

関
す
る
指
針
に
つ
い
て
」
厳

し
い
通
達
が
来
て
い
る
は
ず

だ
。

一
、
地
方
公
共
団
体
は
第
三

セ
ク
タ
ー
の
経
営
状
況
を

点
検
評
価
、
改
善
し
指
導

監
督
の
必
要
が
あ
る
。

一
、
費
用
対
効
果
を
分
析
し

議
会
等
へ
事
前
に
説
明
。

一
、
地
域
住
民
へ
の
積
極
的

広
報

一
、
知
事
は
設
立
許
可
を
し

た
観
点
か
ら
適
切
な
指

導
、
監
督
を
す
る
こ
と
。

問

若
　
藤

答

町
　
長

特
に
ソ
ニ
ア
の
よ
う
に
単

年
度
黒
字
が
無
く
、
累
積
欠

損
金
が
あ
る
会
社
は
、「
深

刻
な
経
営
難
状
況
で
あ
り
事

業
の
存
続
を
含
め
た
検
討
が

必
要
」
と
な
っ
て
い
る
。

す
べ
て
の
紹
介
は
で
き
な

い
が
、
企
業
秘
密
で
他
の
取

締
役
の
了
解
が
必
要
と
い
う

の
は
理
由
に
な
ら
な
い
。

ソ
ニ
ア
は
独
立
し
た
法
人

で
、
経
営
陣
が
責
任
を
持
ち

業
務
運
営
等
を
行
い
、
商
法

等
に
定
め
ら
れ
た
制
度
で
、

適
切
な
意
志
決
定
及
び
経
営

な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
が
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
他
に
自
治
体
、

監
査
委
員
、
議
会
の
チ
ェ
ッ

ク
、
情
報
開
示
等
の
通
達
が

出
て
い
る
。

自
治
法
で
は
、
経
営
状
況

を
説
明
す
る
書
類
を
議
会
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
な
っ
て
い
る
。

会
社
は
株
主
に
対
し
計
算

書
類
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
等
の
情
報
開
示
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
住

民
に
は
法
的
な
義
務
は
な

く
、
経
営
陣
が
判
断
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

自
治
体
が
持
つ
情
報
の
開

示
は
、
経
営
状
況
を
説
明
す

る
書
類
は
広
く
開
示
、
そ
の

他
の
財
務
に
関
す
る
書
類

は
、
公
表
を
前
提
と
し
て
い

な
い
た
め
、
慎
重
に
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ

て
い
る
。

自
治
体
は
チ
ェ
ッ
ク
を
し

な
さ
い
と
の
厳
し
い
通
達
は

き
て
い
る
。

皮はぎ機

製材



ソ
ニ
ア
は
昨
年
に
続
き
今

期
も
一
億
一
五
〇
〇
万
円
の

巨
額
の
赤
字
を
出
し
た
。
昨

年
の
答
弁
で
は
乾
燥
設
備
を

増
設
し
、
コ
ス
ト
削
減
の
た

め
二
交
代
制
で
増
産
を
す
る

か
ら
好
転
す
る
と
聞
い
た

が
、
好
転
ど
こ
ろ
か
巨
額
の

赤
字
だ
。

ソ
ニ
ア
本
来
の
事
業
で
あ

る
素
材
生
産
と
作
業
道
開
設

は
大
変
良
好
な
成
績
を
上
げ

て
い
る
。
山
の
利
益
に
製
材

が
食
い
込
み
大
赤
字
だ
。
山

と
製
材
の
経
理
は
区
別
す
べ

き
だ
。

副
町
長
が
監
査
を
し
て
い

る
が
、
監
査
報
告
に
営
業
に

関
す
る
何
の
指
摘
も
な
い
が
。

高
知
工
科
大
学
の
武
藤
教

授
の
指
導
の
も
と
経
営
改
善

に
取
り
組
み
、
乾
燥
機
の
増

設
、
そ
の
他
の
設
備
の
拡
充
、

二
交
代
制
に
よ
る
増
産
と
努

力
し
て
き
た
。

今
期
は
取
り
組
ん
で
日
も

浅
く
思
い
ど
お
り
に
行
か
な

か
っ
た
。
諸
条
件
も
整
っ
て

き
た
の
で
、
見
通
し
も
た
つ

と
思
う
。

監
査
役
と
し
て
取
締
役
会

に
も
出
席
し
、
機
会
あ
る
ご

と
に
健
全
運
営
に
向
け
て
努

力
す
る
よ
う
指
摘
を
し
て
い

る
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成19年11月10日発行 第9号　（12）

問

大
原
儀
郎

答

町
　
長

問

大
　
原

答

町
　
長

常
に
指
摘
し
て
い

る
答

副
町
長

来
期
は
・
・
・

二
交
代
制
で

好
転
す
る
と
言
っ
て
い
た
が

答

ソニアの
赤字問題

③

乾燥機

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、
ガ
ス

化
発
電
及
び
木
質
ペ
レ
ッ
ト

実
用
化
実
験
事
業
の
、
見
通

し
は
ど
う
か
。
二
年
目
だ
が
、

後
三
年
の
実
用
化
実
験
と
、

そ
の
後
の
対
策
を
聞
く
。

ガ
ス
化
発
電
及
び
ペ
レ
ッ

ト
製
造
設
備
が
五
月
に
竣
工

し
火
入
れ
式
を
行
っ
た
。

こ
の
事
業
は
未
利
用
林
地

残
材
の
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
生
産
と
そ
の
利
用
が
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
る
。
本
年
度

は
主
施
設
の
稼
働
調
整
試
験

と
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
の
収
集

運
搬
採
算
性
に
関
す
る
試
験

が
主
な
内
容
だ
。

現
在
採
算
性
の
目
安
と
な

る
1
ｔ
当
た
り
六
千
円
が
や

っ
と
見
え
て
き
た
。
ま
た
、

ガ
ス
化
発
電
は
、
ガ
ス
化
炉

の
調
整
に
手
間
取
り
若
干
遅

れ
て
い
る
が
、
十
一
月
に
は

100
％
に
近
い
稼
働
率
と
な
る

見
通
し
と
、
カ
ワ
サ
キ
プ
ラ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
ズ
か
ら
聞
い

て
い
る
。

ペ
レ
ッ
ト
製
造
は
、
八
月

よ
り
製
造
試
験
を
行
い
、
町

内
の
湖
水
園
、
ゆ
の
森
、
佐

川
町
の
町
民
プ
ー
ル
で
ペ
レ

ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
が
稼
働
中
。

池
川
地
区
の
農
業
用
ハ
ウ
ス

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
に
な

り
し
だ
い
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ

ー
が
稼
働
で
き
る
予
定
。

本
年
十
二
月
に
こ
れ
ま
で

の
実
験
結
果
や
稼
働
成
績
の

中
間
評
価
が
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
こ
の
評
価
に

パ
ス
す
る
こ
と
が
今
後
の
事

業
の
継
続
に
か
か
っ
て
い

る
。

ペレットボイラーを使用している湖水園（高瀬）

木質バイオマスは順調か？
12月に中間評価！答



昨
年
三
月
の
仁
淀
中
ス
ク

ー
ル
バ
ス
事
故
に
関
し
町
民

の
感
心
も
高
ま
り
、
有
志
で

運
転
手
支
援
の
運
動
も
や
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
私
も
協
力

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。六

月
七
日
の
判
決
を
受
け

て
、
運
転
手
は
控
訴
し
高
松

高
裁
で
の
裁
判
に
な
る
。
第

一
回
公
判
は
十
月
四
日
に
決

定
と
の
報
告
を
受
け
、
動
向

に
注
目
し
て
い
る
。

民
事
事
件
は
七
月
十
日
に

議
員
協
議
会
で
報
告
し
た
と

お
り
だ
が
、
運
転
手
の
意
向

も
尊
重
し
刑
事
事
件
裁
判
の

進
行
に
配
慮
し
、
民
事
裁
判

を
進
め
る
よ
う
担
当
の
弁
護

士
と
打
合
せ
を
行
っ
て
い

る
。

昨
今
、
残
留
農
薬
が
人
体

に
大
変
な
悪
影
響
を
与
え
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

町
に
は
休
耕
地
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
野
菜
や
そ
の

他
の
農
産
物
が
、
よ
そ
か
ら

入
っ
て
い
る
。

地
産
地
消
が
言
わ
れ
る

時
、
町
は
有
機
無
農
薬
栽
培

を
奨
励
し
、
基
幹
産
業
と
し

て
は
ど
う
か
。

本
町
も
439
号
沿
線
五
カ
町

村
で
有
機
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
そ
の
実
証
圃
場
を
作
り

有
機
の
学
校
塾
頭
、
山
下
一

穂
氏
の
指
導
で
、
取
り
組
み

始
め
た
。
実
証
栽
培
に
約
40

人
参
加
し
て
関
心
も
高
ま
り

つ
つ
あ
る
。
成
功
す
れ
ば
、

町
内
全
域
に
広
が
る
と
期
待

し
て
い
る
。

日
浦
地
区
で
、
実
証
試
験

栽
培
が
進
ん
で
い
る
。
非
常

に
簡
単
な
農
法
で
、
四
回
の

農
作
業
で
で
き
る
と
い
う
指

導
の
も
と
に
行
っ
て
い
る
。

作
業
が
順
調
に
行
き
、
年
末

に
収
穫
を
し
、
こ
れ
な
ら
で

き
る
と
認
識
が
定
着
す
れ

ば
、
町
も
応
援
す
る
方
法
が

あ
る
と
思
う
。
協
議
会
と
話

し
合
い
前
向
き
に
進
め
た

い
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成19年11月10日発行（13） 第9号

答

町
　
長

問

大
　
原

ス
ク
ー
ル
バ
ス

事
故

そ
の
後

答

教
育
長

有機無農薬農業を
全町に奨励しては
広がることを期待している答

問

大
　
原

答
池
川
地
域
振
興
課
長

本山・土佐・大川・いの・仁淀川の5カ町村構成の「439有機協議会」は本年より実証栽培に取り組んだ（日浦）



身
体
障
害
者
、
高
齢
者
、

弱
者
が
困
っ
て
い
る
、
ゴ
ミ

収
集
場
所
の
追
加
は
で
き
な

い
か
。

収
集
し
た
ゴ
ミ
を
処
理
場

へ
持
ち
込
む
時
間
的
制
約
が

あ
り
、
収
集
車
両
が
通
行
可

能
で
あ
れ
ば
、
収
集
場
所
を

追
加
で
き
る
と
い
う
状
況
で

は
な
い
。

地
理
的
条
件
や
そ
の
他
の

条
件
を
考
慮
し
て
今
一
度
考

え
直
し
て
も
ら
い
た
い
。

今
後
全
体
の
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
の
中
で
検
討
し
た
い
。

町
民
全
体
の
情
報
を
常
に

把
握
す
る
こ
と
と
、
感
度
の

悪
い
地
域
の
無
線
の
チ
ェ
ッ

ク
体
制
の
強
化
は
ど
の
よ
う

に
す
る
か
。

災
害
時
の
障
害
者
、
高
齢

者
、
妊
婦
、
乳
幼
児
な
ど
の

災
害
弱
者
の
援
助
も
自
主
防

災
組
織
の
役
割
と
し
て
お

り
、
消
防
団
と
共
に
把
握
に

努
め
住
民
全
体
の
安
全
を
確

保
し
た
い
。

無
線
が
交
信
で
き
な
い
地

域
は
将
来
デ
ジ
タ
ル
化
が
予

定
さ
れ
、
機
器
の
更
新
や
新

た
な
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
を
検

討
し
、
緊
急
時
の
情
報
伝
達

に
役
立
て
た
い
。

大
災
害
が
発
生
す
る
と
、

地
域
が
孤
立
し
て
無
線
も
す

べ
て
の
物
や
人
が
、
パ
ニ
ッ

ク
状
態
に
な
る
の
で
早
急
に

配
慮
を
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
勉
強
も
含

め
、
調
査
、
交
信
方
法
を
指

導
し
て
い
き
た
い
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成19年11月10日発行 第9号　（14）

答

池
川
住
民
課
長

問

野
村
安
夫

問

野
　
村

答

池
川
住
民
課
長

問

野
　
村

問

野
　
村

答

池
川
健
康
福
祉
課
長

機
器
の
更
新
や
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
で

無
線
が
交
信
で
き
な
い

地
域
が
あ
る
か

答

防災訓練（9月2日　池川地区）

ゴミステーションを増やせ
簡単にはいかない答

答

池
川
健
康
福
祉
課
長

ゴミステーション（土居）



仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成19年11月10日発行（15） 第9号

問

福
原
克
彦

問

福
　
原

答

教
育
長

答

教
育
長

答 地域に目を向けた教育を行う

教育は国が一方的に
押し付けるものではない

教
育
改
革
関
連
三
法
が
六

月
に
成
立
し
、
国
に
よ
る
地

方
の
教
育
行
政
へ
の
関
与
の

強
化
は
地
方
分
権
の
流
れ
と

逆
行
す
る
。

土
佐
の
教
育
改
革
は
「
県

民
の
参
加
と
協
働
」
で
教
育

を
作
る
こ
と
に
力
点
を
置
い

て
い
る
が
、

①
改
正
学
校
教
育
法
は
、

義
務
教
育
の
目
標
に
「
公
共

の
精
神
」「
我
が
国
と
郷
土

を
愛
す
る
態
度
を
養
う
」
と

明
記
。

②
改
正
地
方
教
育
行
政
法

は
、
教
育
委
員
会
に
対
す
る

文
部
科
学
相
の
是
正
指
示
、

要
求
権
な
ど
を
盛
り
込
み
。

③
改
正
教
育
免
許
法
及
び

教
育
公
務
員
特
例
法
は
、
10

年
ご
と
に
免
許
更
新
制
導
入

と
30
時
間
以
上
の
更
新
講
習

の
受
講
を
義
務
付
け
ら
れ

た
。教

育
と
は
国
が
一
方
的
に

押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、

家
庭
を
基
本
に
し
た
自
立
的

な
も
の
で
あ
る
と
思
う
が
、

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の

か
。こ

の
改
正
は
、
教
育
基
本

法
の
改
正
に
伴
い
そ
の
趣
旨

を
教
育
に
よ
り
具
現
化
す
る

た
め
の
も
の
で
、

①
は
法
律
の
明
記
に
よ

り
、
一
層
明
確
な
目
標
を
持

っ
て
教
育
が
実
施
で
き
る
と

期
待
し
て
い
る
。

②
は
現
行
の
教
育
委
員
会

制
度
の
基
本
枠
組
み
の
堅
持

を
前
提
に
、
そ
の
存
在
意
義

を
再
確
認
し
、
機
能
の
充
実

と
職
務
遂
行
能
力
の
強
化
を

多
面
的
に
図
る
も
の
と
受
け

止
め
て
い
る
。

③
は
学
校
を
取
り
巻
く
課

題
は
複
雑
化
、
多
様
化
し
て

お
り
、
課
題
の
変
化
に
対
応

す
る
教
員
と
し
て
必
要
な
資

質
、
能
力
が
保
持
で
き
る
よ

う
、
定
期
的
に
知
識
、
技
能

の
刷
新
を
図
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
と
思
う
。

あ
る
教
育
者
は
「
小
中
学

校
教
育
で
一
番
大
切
な
の

は
、
大
人
、
教
育
者
が
子
ど

も
の
心
に
火
を
灯
す
こ
と
」

と
語
っ
て
い
た
が
、
関
係
し

て
い
る
父
兄
、
地
域
住
民
が

望
む
教
育
改
革
は
、
い
じ
め
、

学
力
低
下
な
ど
子
ど
も
が
、

今
ま
さ
に
直
面
し
て
い
る
問

題
の
改
善
で
あ
る
と
思
う

が
、
考
え
を
聞
く
。

土
佐
の
教
育
改
革
が
10
年

間
活
動
が
続
い
た
中
で
、
本

町
の
教
育
を
ど
う
し
た
ら
い

い
か
と
思
い
、
教
職
員
へ
地

域
に
目
を
向
け
た
教
育
を
進

め
て
ほ
し
く
、
町
内
に
あ
る

自
然
や
文
化
や
人
を
大
い
に

利
用
し
、
こ
の
地
域
に
生
ま

れ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
教

育
を
各
学
校
で
行
っ
て
い
る
。

い
じ
め
は
今
日
起
き
る
か

も
わ
か
ら
な
い
、
未
然
に
防

げ
る
よ
う
に
教
育
研
究
所
を

中
心
に
社
会
福
祉
関
係
等
と

も
連
携
し
、
対
応
し
て
い
る
。

休み時間。サッカーが人気です（池小）

授業風景（池中）


